
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 13 日（水）本校 2年探究文科理科の生徒 76 名が「OECD 日米共同研究」の一環としてパリ在住の OECD 職

員の田熊美保さんと ZOOM で繋がり、「世界の諸問題を考える」というタイトルで講義をいただき、その後提示さ

れた課題に対して生徒間で討議を行いました。講義の内容は OECD から見える世界、また OECD が発表している

Well-being、ラーニングコンパスについて、本校の「ＴＫＦ」と比較しながらお話をいただきました。講義は第 1

限目から開始となりましたが、講師の田熊さんとは 7時間の時差があるにも関わらず、特別に本校の研修にご協

力いただきました。 

提示された４つのシナリオの内、１つは以下の通りです。 

 

あなたは日本の高校の教師である。タイへの修学旅行の生徒引率をした。タイの僻地の農家へ稲刈り体験に連

れて行った。稲刈り体験のあと、タイの農家のおばあさんがクラス全員におにぎりを作ってくれた。しかし、多

くの生徒は他人の握ったおにぎりを食べられないとたくさん残してしまった。 

 問１ あなたはおにぎりを食べられない生徒に対し、どのような声掛けをしますか？ 

 問２ あなたはこの事実をおばあさんにどのように話しますか。 

  

２限目には 1限目に提示されたシナリオから 1つ選び、同じシナリオを選んだ人と team を作り、それぞれの問

について話し合いを行いました。 

３・４限目にはその内容をスライドにし、英語でプレゼンができるよう準備をしました。 

５・６限目には英語でのプレゼンを発表しました。発表時間は 3分間、わかりやすいスライドとスピーチで精

一杯のプレゼンを行いました。その後、田熊さんからのコメントや Question に答えながら、英語でのコミュニケ

ーション活動を行いました。カナダからは大学生のレスリーさんも参加していただき、国際色豊かで熱気を帯び

た Discussion となりました。 

Discussion となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
【生徒の感想】 

・少しの時間ではあったものの、世界の問題について触れることができて、価値のある経験ができました。 

・私は他人がにぎったおにぎりを食べられるかどうかという問題を話し合いました。他人が素手でにぎったおに

ぎりは抵抗があるのでそれをタイの人にどう説明しようか迷いました。正直に話したらせっかく作ってくれた相

手を傷つけるかもしれないし、かといって嘘をついたら異文化理解にはつながらない。そう考えたときやはり本

当のことを話すのがいいと思いました。そうすることで理解が深まり、お互いの中も深まると思います。遠慮し

ていては伝わらないので、これからは私も自分の意見を言えるよう心掛けようと思います。 

・提示されたトピックについて自分の考えを友達と共有し、英語でまとめて発表するのは楽しかったし、特に、

日本語ではなく、「英語でまとめる」と、日本語だと日本人くらいしか理解できないけど、英語だと世界中の

人々と意見を交換でき、より自分の考えを深めることができるのでこの機会に経験できてとてもよかった。 
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Zoom を使用し、パリの田熊先生、カナダのレスリーさんと Discussion 中 


